
室蘭工業大学・大学院工学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０３

基盤研究(C)（一般）

2020～2018

関数展開法と進化的手法による光デバイスのトポロジー自動最適設計法の開発

Topology optimization of photonic devices based on function expansion method and
 evolutionary algorithm

７０２８５５１８研究者番号：

辻　寧英（Tsuji, Yasuhide）

研究期間：

１８Ｋ０４２７６

年 月 日現在  ３   ６   ９

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：高性能光デバイス開発のため，計算機シミュレーションを用いた新しい自動最適設計
法の開発と汎用化と効率化についての検討を行なった．具体的には，光デバイスの性能を極限まで高めることを
目的とし，設計領域の構造を関数展開法により数値表現し，設計パラメータを従来の勾配法だけではなく，より
大域的な解探索が可能な進化的手法と組み合わせたハイブリッド最適化法の検討を行い，その有用性を確かめ
た．さらに，設計効率を高めるために，数値シミュレーションの効率化，機械学習の活用など付随する検討を行
い，様々な目的を同時に考慮するための多目的最適設計法への拡張の指針を示した．

研究成果の概要（英文）：In order to develop high performance optical devices, we have developed a 
new automatic optimal design method using computer simulation and studied for improving its 
robustness and efficiency. Specifically, to improve the performance of optical devices to the utmost
 limit, the structure of the design region is represented numerically by a function expansion 
method, and the design parameters are optimized by an hybrid method of gradient method and 
evolutionary method that enables a more global solution search than the conventional gradient 
method. In order to improve the efficiency of the optimal design, efficiencient numerical simulation
 techniques are newly developed and the use of machine learning are also investigated. Through these
 study, the guideline for the extension to the multi-objective optimal design method which can 
consider various objectives simultaneously is obtained.

研究分野： エレクトロニクスシミュレーション

キーワード： 光デバイス　トポロジー自動最適設計　計算機シミュレーション　有限要素法　進化的手法　機械学習

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
計算機の発達により，計算機シミュレーションを活用した製品の設計が様々な分野で行われているが，様々な要
求の変化と需要の増大に対して，短い開発期間で対処するためには，計算機を活用した自動最適設計は必須とな
りつつある．本研究で開発したトポロジー最適設計法は，目的の特性を与えることで，最適な光デバイスの構造
をトポロジーまで含めて計算機に自動生成させることができ，人間の過去の知識や経験に頼らずに，これまでに
ない全く新しい高性能なデバイスを開発できる可能性を有している．これにより，今後の光デバイスの開発に大
きく貢献できると考えている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 インターネットを始めとする通信需要の増大にともない、通信のさらなる高速・大容量化を目
指した高性能光デバイスの開発が急務となっていた。また、光デバイスの開発には数値解析技術
の進展と計算機の高速化にともない、実際に試作する前に計算機上での設計と特性解析が普通
に行えるようになっていた。一方で、高性能な光デバイスを開発するためには設計者の知識と経
験に依るところが大きく、需要の増大にともない短い開発サイクルで高性能な光デバイスを開
発するためには、計算機をより高度に活用する自動最適設計法の開発と活用は必須であり、寸法
最適化、形状最適化、トポロジー最適化などの各レベルの最適設計法の開発が活発に行われ、設
計されたものの試作と特性評価も行われるようになってきていた。しかしながら、中でも最も自
由度の高いトポロジー最適設計法においては、その自由度の高さから大域的最適解を見出すこ
とが難しく、高い設計効率と高い設計自由度を両立する最適設計法の開発が求められいた。 
申請者は、それまでに、独自の最適設計法として、関数展開法に基づくトポロジー最適設計法

を開発してきていたが、設計効率の観点から主に勾配法に基づく最適化法を採用していた。しか
しながら、局所的最適解に陥ることも多く、光デバイスの性能を極限まで引き出すためには、よ
り大域的最適解を見出せる効率的な最適化法の開発が必要とされていた。 
 
２．研究の目的 
こうした背景の下、本研究では光デバイスの性能を極限まで追求するため、汎用的でより大域

的な解探索が可能なトポロジー自動最適設計法の開発とその高性能化を目的とした。そのため、
これまで用いてきた随伴変数法に基づく勾配法に加えて、各種の進化型の最適化手法を取り入
れ、最終的に両者をハイブリッド化することで効率的に大域的な最適解を見出す方法論を構築
する。また、より小型なデバイスを目指して強導波路デバイスやプラズモニックデバイスへの期
待が高いことを鑑み、そうしたデバイスを高精度に最適設計できる方法論の構築も目指す。その
ため、本検討では解析手法に媒質境界を精密に取り扱うことが可能な有限要素法を採用し、最適
化過程において、媒質境界に合わせて有限要素メッシュを切り直すことで構造を精密に表現し、
強導波路デバイスやプラズモニックデバイスを高精度に最適設計できるようにする。そのため
の、自動有限要素分割アルゴリズムと新たな感度解析手法も新たに開発する。これらに加えて、
設計全体の効率化のために、数値解析手法の効率化と機械学習等の様々な設計手法の本手法へ
の応用可能性についても検討を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 効率的な大域的最適解の探索のためのアプローチとして、まず、各種進化的手法の適用性に
ついて検討を行う。ここでは、進化的手法の中でも代表的な、遺伝的アルゴリズム(GA)、粒子群
最適化(PSO)、差分進化法(DE)に加えて、比較的性能が高いとの報告がある、蛍アルゴリズム(FA)
および FAと DE のハイブリッド手法であるハイブリッド FA(HFA)、ハーモニーサーチ(HS)を具体
的な光デバイスの最適設計に応用した際の性能について調査し、勾配法とのハイブリッド化の
可能性について検討する。 
 
(2) 光デバイスの小型化を目指した強導波路デバイス、プラズモニックデバイスの最適設計を
高精度に行えるようにするために、最適化の過程で変化していく構造に合わせて有限要素メッ
シュを自動生成するための方法論を、設計領域の構造が関数展開法で表現される場合に対して
開発を行う。また、これまで最適化の過程で媒質境界の比誘電率分布を連続関数として近似して
いたが、比誘電率分布をステップ関数で表した場合の新しい感度解析の定式化を行い、最適設計
の汎用性を高める。 
 
(3) 最適設計を効率的に行うための数値解析手法の高効率
化、機械学習などを活用した解探索の汎用化についての検討
を行い、最適設計の今後のさらなる効率化の可能性を探る。 
 
４．研究成果 
(1) 進化的手法を用いたトポロジー最適化に関する研究成果 
自動最適設計法における解探索の効率化に関する研究成果

として、金属と誘電体の境界が変動した際の感度評価が難し
かったプラズモニックデバイスに対して、各種進化的手法に
よる解探索の可能性について検討を行い、研究の方法で列挙
した各手法を比較し、DEあるいは HFA が比較的良好な解の収
束性を示すことが確かめられ、プラズモニック光ダイオード
(図 1)、光サーキュレータの新しい構造を見出すことができ
た。また、探索効率を高めるためにはできるだけ少ない数の

 

図 1 プラズモニック光ダイオード 



設計変数で自由度の高い構造表現が行え
ることが望ましく、フーリエ級数を利用し
た関数展開法がこの目的に合致している
ことも確かめられた。さらに、トポロジー
最適設計により得られた構造から、デバイ
ス特性上重要な構造とそうでない構造に
分離し、構造を簡単化した上で、構造を多
角形の組み合わせで表現し、その頂点座標
を進化的手法で最適化することにより、効
率的により性能の高いデバイスを得られ
ることも示した。今回の検討では構造の簡
単化を手動で行っているため、人工知能を
用いた特徴的な構造の自動抽出ができれ
ば、最適化をより効率化できる。 
 進化的手法は汎用的ではあるが、最適解
の探索効率が必ずしも高くないため、最適
化の効率を改善するために、これまで筆者
らが検討してきた随伴変数法に基づく勾
配法とのハイブリッド化を図った。その結
果、図 2に示すように、単純な進化的手法
だけの場合に比べて解探索の効率を大幅
に改善できることを示した。さらに、進化
的手法の特性を活かして、多目的な最適設
計を行えるような解探索の初期的検討を
行い、勾配法とハイブリッド化して効率化
を図った方法により、効率的な多目的最適
設計が行える可能性を示した。 
 
(2) 媒質境界のより厳密な取り扱いとそれに合わせた感度解析手法の改良 
 トポロジー自動最適設計においては設計
領域内の構造が最適化過程で任意に大きく
変化する。FDTD 法などでは設計領域内を格
子状に離散化するが、構造が階段近似表現さ
れるため、金属を含むプラズモニックデバイ
スを扱う場合には注意が必要である。本研究
で用いた有限要素法は媒質境界を精度よく
取り扱うことができるが、その半面、構造の
変化に合わせて有限要素メッシュを自動生
成する必要がある。本検討では、図 3に示す
ように、まず格子状の離散化を基に格子辺と
媒質境界の交点を求め、交点を線形に結ぶ形
で有限要素メッシュの再分割を行う。その
後、曲辺境界にも対応できるように、媒質境
界辺を多項式近似し、要素辺上の節点をニュ
ートン法により媒質境界に正確に一致させ
ることで、関数展開法に基づくトポロジー最
適設計において任意の曲辺境界を含む構造
に対する有限要素メッシュの自動生成を可
能にした。また、媒質境界辺を精度良く扱え
るようにしたことに合わせて、これまで感度
解析に用いていたグレイ領域(媒質境界にお
いてステップ状ではなく、有限な幅で連続的
に屈折率を変化させていた領域)を用いなく
ても、媒質境界の変動に対する特性の感度を
計算できるように改良を行い、強導波路デバ
イスの場合に対してその妥当性を示した。た
だし、プラズモニックデバイスの場合については必ずしも十分ではなく、さらに検討が必要であ
る。いずれにしろ、これにより、有限要素法の特徴を活かした高精度な解析とトポロジー最適設
計が可能になった。 
 

 

 

図 2 GA と勾配法(GM)のハイブリッド最適化による 

波長分離素子の設計例 

 

 

 
図 3 有限要素メッシュの自動生成と改良した 

感度解析と分岐の設計例 



(3)最適設計の効率化に関するその他の検討 
 トポロジー最適設計の効率化に関する多くの検討
を行ったが、以下にその成果の一部を記す。 
 トポロジー最適設計では、数値解析を繰り返しな
がら目的の特性が得られるように構造を更新してい
くため、数値解析手法の高速化は特に３次元デバイ
スの設計において必須の課題である。そのためまず、
光の波動伝搬の性質を活用した緩慢変化包絡線近似
有限要素法(SVEA-FEM)の適用性について検討を行っ
た。伝搬波形から定常伝搬項を取り除き緩やかな包
絡線振幅のみを数値的に離散化することで計算効率
の大幅な改善が期待でき、実際に、図 4 に示すよう
に伝搬方向の離散化を大幅に緩和することに成功し
ている。SVEA-FEM を用いたトポロジー最適設計によ
り得られたデバイスをより精度の高い通常の FEM で
解析し、許容誤差内での設計が行われていることも
確認した。必要に応じて通常の FEM を用いた構造の
改良により特性を改善させることも可能である。他
の検討として、有限要素法解析において、開放系を
扱う際にこれまで完全整合層(PML)を用いて無限領
域を模擬していたが、そのためには付加的な解析領
域が必要になり、問題によっては、本来の解析空間
に対して付加する領域が計算高スト的に無視できな
い場合もあった。そのため、導波路突合せ接続の検
討で有効性を確認していた伝搬演算子法を有限要素
法解析の終端条件に用いることで、PML を用いなく
ても効率的に無限領域を模擬できる新しい有限要
素法を提案した。さらに、解析領域をブロック分け
して散乱行列演算子を導出することで、計算の並列
化や、周期構造の計算の大幅な効率化が行えること
を示した。現在は、分割を１方向にしか行えていな
いため、２次元、３次元方向にも分割できるように
するとさらに有効性が高まると期待される。 
 解探索の効率化としては、進化的手法に加えて、
機械学習の応用可能性についての基礎的な検討を
行った。まず、方向性結合型の光デバイスを対象と
して、モード結合解析に必要な結合係数、位相不整
合量を任意の導波路断面構造パラメータに対して
出力できるニューラルネットワークを構築し、モー
ド結合理論と進化的手法を用いて長手方向の断面
ごとの導波路パラメータを最適化する検
討を行い、その有効性を確認した。特に、
３次元光デバイスの設計において、１週
間程度かかる設計を数時間程度の実用的
な時間内で設計できることを示した。ま
た、このニューラルネットワークを、STA
から導出されるモード結合定数、位相不
整合量から実際の導波路パラメータへ変
換することにも活用し、その有用性を示
した。機械学習の最適設計への応用のも
うひとつの方法として、ベイズ最適化に
よる設計変数の最適化に関する基礎的検
討を行い、長手方向に構造が緩やかに変
化する光導波路デバイス、および、ミリ波
帯の誘電体フラットレンズ(図 6)の設計
に応用し、他の手法と組み合わせたより
汎用的で効率的な最適設計の可能性につ
いて示すことができた。 

 

 

図 4 SVEA-FEM を用いた最適設計 

 
図 6 ベイズ最適化によるフラットレンズの設計 

 

図 5 ニューラルネットワークを活用した最適設計 
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

富岡 瞬, 辻 寧英

河村 真吾, 辻 寧英

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

関数展開法に基づく3次元光導波路デバイスのトポロジー最適設計

変換光学に基づく有限要素ビーム伝搬法を用いた光導波路デバイスの解析・設計に関する研究

単一モードフォトニック結晶ファイバを利用したモード変換素子に関する研究

モード結合理論と機械学習を用いた光デバイスの最適設計に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

Han Yankun, 辻 寧英

工藤 滉司, 辻 寧英



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Progress In Electromagnetics Research Symposium (PIERS 2018)（国際学会）

 ３．学会等名

工藤 滉司, 辻 寧英

富安 柾斗, 辻 寧英

T. Tanaka and Y. Tsuji

K. Mori and Y. Tsuji

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

モード結合理論と機械学習を用いた3次元方向性結合型光デバイスの効率的な解析・設計に関する検討

関数展開法に基づく多目的最適設計による光デバイスの構造単純化に関する検討

Slowly varying envelope approximation based finite element method for efficient topology optimization of optical devices

Design optimization of nonlinear optical waveguide devices considering output signal phase

 １．発表者名

 １．発表者名

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

Progress In Electromagnetics Research Symposium (PIERS 2018)（国際学会）



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Progress In Electromagnetics Research Symposium (PIERS 2018)（国際学会）

Progress In Electromagnetics Research Symposium (PIERS 2018)（国際学会）

Progress In Electromagnetics Research Symposium (PIERS 2018)（国際学会）

K. Morimoto and Y. Tsuji

S. Kawamura and Y. Tsuji

Z. Zhang, Y. Tsuji, M. Eguchi, and C.-P. Chen

K. Morimoto and Y. Tsuji

JSST Annual International Conference on Simulation Technology(JSST2018)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Full-vectorial analysis of optical waveguide discontinuities using propagation operator method based on finite element
scheme

Design of tapered directional coupler type polarization splitter using 3-D FE-BPM based on coordinate transformation

Study on polarization converter based on double-hole unit photonic crystal fiber

An efficient analysis of butt coupling between dielectric and plasmonic waveguide using propagation operator method based on
finite element scheme



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JSST Annual International Conference on Simulation Technology(JSST2018)（国際学会）

JSST Annual International Conference on Simulation Technology(JSST2018)（国際学会）

JSST Annual International Conference on Simulation Technology(JSST2018)（国際学会）

 ３．学会等名

K. Mori and Y. Tsuji

S. Tomioka and Y. Tsuji

 ２．発表標題

 ２．発表標題

S. Kawamura and Y. Tsuji

A. Koda and Y. Tsuji

JSST Annual International Conference on Simulation Technology(JSST2018)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Design of nonlinear optical waveguide devices with function-expansion based topology optimization

Design of polarization splitter and rotator using function-expansion based topology optimization considering two-layer
structure

Design of polarization splitter based on coupled EC-CHF with tapered structure by using full vector FE-BPM using coordinate
transformation

A study on topology optimization of plasmonic waveguide device based on function expansion method and evolutionary approach

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
電子情報通信学会技術研究報告（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asia Communications and Photonics Conference (ACP2018)（国際学会）

C. Xie, Z. Zhang, Y. Tsuji, M. Eguchi, C.-P. Chen, and T. Anada

A. Iguchi, Y. Tsuji, T. Yasui, and K. Hirayama

富岡　瞬，辻　寧英

辻　寧英

Asia-Pacific Microwave Conference (APMC2018)（国際学会）

電子情報通信学会技術研究報告

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Study on polarization rotator based on photonic crystal fiber with double hole unit cell

Topology optimization using beam propagation method for fabrication tolerant optical waveguide devices

2層構造に対応した関数展開法に基づく偏波回転素子の3次元トポロジー最適設計

光導波路デバイスのトポロジー自動最適設計

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電磁界理論研究会

電子情報通信学会技術研究報告

電子情報通信学会技術研究報告

森本佳太，辻　寧英

幸田秋乃，辻　寧英

河村真吾，辻　寧英

Z. Zhang, Y. Tsuji, M. Eguchi, and C.-P. Chen

電子情報通信学会技術研究報告

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

伝搬演算子法とビーム伝搬法を用いた導波路の接続特性の解析

随伴変数法による感度解析に基づくプラズモニック導波路デバイスの自動最適設計に関する研究

単一偏波EC-CHFを用いたテーパ型偏波分離素子に関する研究

Study on polarization rotator based on square lattice photonic crystal fiber with double-hole unit



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

集積光デバイスと応用技術研究会（招待講演）

電子情報通信学会総合大会

電子情報通信学会総合大会

 ３．学会等名

辻　寧英

長谷川淳一，小林　剛，松原礼高，酒井辰浩，佐藤直樹，井口亜希人，辻　寧英

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Z. Zhang, Y. Tsuji, M. Eguchi, and C.-P. Chen

辻　寧英

電子情報通信学会技術研究報告

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

関数展開法に基づく光デバイスのトポロジー最適設計

トポロジー最適設計を用いた超高ΔPLCデバイスの設計と特性評価

Analysis of polarization converter based on square lattice photonic crystal fiber

光導波路デバイスのトポロジー自動最適設計

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
電気・情報関係学会北海道支部連合大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会総合大会

井口亜希人，辻　寧英，安井　崇，平山浩一

河村真吾，辻　寧英

森　洸遥，　辻　寧英

幸田 秋乃，　辻　寧英

電子情報通信学会総合大会

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

フルベクトル有限差分ビーム伝搬法を活用したTM0-TE1モード変換素子のトポロジー最適設計

大ホールEC-CHFを用いたテーパ型偏波分離素子の設計に関する検討

進化的手法を用いた非線形光導波路デバイスの最適設計に関する検討

関数展開法と随伴変数法を用いたプラズモニック光導波路デバイスのトポロジー最適設計に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

森本 佳太，　辻　寧英

高橋 明日香，　辻　寧英

富岡 瞬，　辻　寧英

河村 真吾，　辻　寧英

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

伝搬演算子法とビーム伝搬法を用いた誘電体導波路とプラズモニック導波路の突合せ接続の解析

不連続構造を抑圧した光導波路デバイスのトポロジー最適設計に関する検討

複数の基底関数を用いた関数展開法による3次元光導波路デバイスのトポロジー最適設計に関する検討

座標変換を用いたフルベクトル有限要素ビーム伝搬法によるEC-CHFを用いたテーパ型偏波分離素子の設計に関する研究



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

 ３．学会等名

富岡 瞬，　辻　寧英

河村 真吾，　辻　寧英

 ２．発表標題

 ２．発表標題

田中 智大，　辻　寧英

カン　エンコン，　辻　寧英

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

関数展開法に基づく層構造を有する偏波回転素子のトポロジー最適設計

テーパ型偏波分離素子の構造トレランスに関する研究

緩慢変化包絡線近似有限要素法による3次元光導波路デバイスの自動最適設計に関する検討

単一放射状モードフォトニック結晶ファイバの設計に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

森 洸遥，　辻　寧英

森本 佳太，　辻　寧英

工藤 滉司，　辻　寧英

若栗 侑輝，　辻　寧英

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ビーム伝搬法を用いた導波路型非線形光学デバイスの汎用的なトポロジー最適設計に関する研究

伝搬演算子法とビーム伝搬法による誘電体導波路とプラズモニック導波路の接続特性の解析

ニューラルネットワークを用いた方向性結合型光デバイスの設計に関する研究

関数展開法と進化的手法を用いた完全PBGを有するフォトニック結晶の設計に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

IEICE 北海道支部学生会インターネットシンポジウム

URSI 2020 General Assembly and Scientific Symposium (URSI GASS 2020)（招待講演）（国際学会）

永田 純之，　辻　寧英

富安 柾斗，　辻　寧英

Yasuhide Tsuj

Koji Kudo, Akito Iguchi, Yasuhide Tsuji, Tatsuya Kashiwa

OptoElectronics and Communications Conference (OECC 2020)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

進化的手法を用いたプラズモニック導波路デバイスの設計に関する研究

高次有限要素法を用いたトポロジー自動最適設計の効率化に関する研究

Topology Optimization of Photonic Devices Using Function Expansion Method and Evolutionary Approach

Optimal design approach based on Bayesian optimization and beam propagation method for optical waveguide devices



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会技術研究報告

電子情報通信学会技術研究報告

電子情報通信学会技術研究報告

 ３．学会等名

工藤滉司，井口亜希人，辻 寧英，柏 達也

富安柾斗，井口亜希人，辻 寧英

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Masato Tomiyasu, Akito Iguchi, Yasuhide Tsuji

富安柾斗，井口亜希人，辻 寧英

OptoElectronics and Communications Conference (OECC 2020)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ベイズ最適化を用いた誘電体フラットレンズの設計に関する検討

構造のトレランスを考慮した関数展開法に基づくトポロジー最適設計に関する検討

Multi-objective optimization using function-expansion-based refractive index representation for photonic devices

進化的手法と勾配法を用いた多目的最適設計による光デバイスの構造単純化に関する検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2020年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
電子情報通信学会総合大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会技術研究報告

森本佳太，井口亜希人，辻 寧英

井口亜希人，辻 寧英

森本佳太，辻 寧英

井口亜希人，辻 寧英

電子情報通信学会ソサイエティ大会

電子情報通信学会ソサイエティ大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

S行列を用いた領域分割型有限要素法による光導波路解析の効率化

双方向ビーム伝搬法を活用した構造最適化の効率化を目指した行列平方根の計算方法に関する検討

有限要素法に基づく散乱演算子を用いた効率的な光導波路解析に関する検討

ビーム伝搬法を用いた光導波路の最適設計

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会総合大会

電子情報通信学会総合大会

電子情報通信学会総合大会

奥谷怜平，井口亜希人，辻 寧英

丸山皓貴，井口亜希人，辻 寧英，柏 達也

稗田直哉，井口亜希人，辻 寧英，柏 達也

工藤 滉司，井口 亜希人，辻 寧英

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

感度情報を活用した進化的手法による光デバイスのトポロジー最適設計の効率化に関する検討

ベイズ学習を用いたスタブ付きプラズモニック導波路の最適設計

関数展開法と随伴変数法による NRD 回路素子のトポロジー最適設計

STA と機械学習を用いた方向性結合型光デバイスの設計に関する研究



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

 ３．学会等名

稗田 直哉，井口 亜希人，辻 寧英，柏 達也

奥谷 怜平，富安 柾斗，井口 亜希人，辻 寧英

 ２．発表標題

 ２．発表標題

富安 柾斗，井口 亜希人，辻 寧英

丸山 皓貴，工藤 滉司，井口 亜希人，辻 寧英，柏 達也

電気・情報関係学会北海道支部連合大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年
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